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会  議  録 

会 議 名 第２０期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１７回 

事 務 局 公民館東分館 

開 催 日 時 １月５日（火）午前１０時～正午 

開 催 場 所 公民館東分館 集会室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 大西委員 椎野委員 竹野委員 藤委員 堀田委員 吉田委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 長堀主査  野村主査  杉山非常勤    

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし  

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

会 議 次 第 １ 報告事項 

 ⑴第４７回東京都公民館研究大会について 

 ⑵その他 

  

２ 審議事項 

 ⑴事業の報告について 

 ⑵新年度事業の計画について 

 ⑶その他（次回の日程等） 

 

３ 配付資料 

 ⑴開催通知（会議次第） 

 ⑵平成２１年度高齢者学級「栗の実学級（木曜会）」実施報告 
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会  議  結  果 

〔司会〕椎野委員 

１ 報告事項 

 ⑴第４７回東京都公民館研究大会について 

長堀主査  １２月１３日に無事終了。参加総数３５０人超で各会場とも盛況でし

た。現在報告集を作成中、３月には完成予定。１月１５日、最後の企画委

員会を開催します。３月に小平市へ引継ぎ、事務局の仕事を完了します。 

司  会  ３年前にも小金井市が大会事務局を担当しましたが、この担当の順番は

どうなっているのですか？ 

長堀主査  以前は抽選で決めた順番により担当、３年前の小金井市の後、市制施行

順により担当しています。小金井市は、昭島市、町田市に続いて今回担当

となったわけです。 

竹野委員  都公連に加盟していない市はどうなっているのですか？ 

長堀主査  生涯学習センターやコミュニティセンター、学習館、集会施設等に衣替

えし、公民館自体がなくなっている市が多いようです。 

司  会  他に何かありますか？ なければ事業の報告にうつります。 

   

２ 審議事項 

 ⑴事業の報告について 

   ①高齢者学級「栗の実学級」 

長堀主査  火曜会は１２月８日「みんなで料理」に２４人参加、和気藹々とした楽

しい食事会でした。１２月２２日「津軽三味線公演」に２７人参加、大変

好評でした。木曜会は１２月１０日「反省会と津軽三味線公演」に４２人

参加、全日程を終了。参加状況、感想文は別紙の通りです。地域の仲間づ

くりの面ではさらに推進、定着することができた反面、出席率は相変わら

ず悪く、学級運営への改革がますます必要と考えられます。来年度は自主

運営へと移行させ、そのための条件整備に努めます。 

司  会  木曜会の感想文を読むと「２１年間参加した」等の記述もあり、この学

級の歴史を感じます。和気藹々とした雰囲気には皆さんが定着しているよ

うすもうかがえます。来年度の自主化方針にも種々意見が出ていますが、

引っ張ってくれるリーダーが出てくれればと願っています。 

吉田委員  今年の木曜会には新規の参加者はいたのですか？ 

長堀主査  数人ですがいました。例年同じなのですが、新規の参加者はなかなか定

着せず、１～２回出席しただけで来なくなってしまう傾向があります。 

藤委員   両方の学級のプログラムを見比べて出たいところだけ出席するという

人もいたようです。（それが出席率低下につながったと思います。） 

大西委員  木曜会の自主化のため、よいリーダーが出てくれればと思います。最終

回もとても盛り上がっていて、よい雰囲気でした。 

   ②成人学校｢我が家の逸品｣ 

杉山非常勤 第１回目、１２月４日「そば打ち体験」に１３人参加、新鮮な野菜のて

んぷらとともに美味しい新そばを味わいました。第２回目、１２月１９日

「田舎の味のルーツを訪ねる」野外研修に１４人参加、群馬県邑楽町を訪
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ねました。邑楽町長をはじめ、白菜農家の方、共同市場（あいあいセンタ

ー）の所長などからご挨拶、説明を受け、図書館、シンボルタワー等を見

学しました。東分館の企画実行委員と職員の全員が参加できたことも初め

てのことでよかったと思います。天気もよく、邑楽町の４課がそれぞれの

分野でご協力いただきました。図書館長も休日にもかかわらず来て説明し

てくれました。町をあげての歓迎を受け、ゆっくり見学できました。 

大西委員  いただいた野菜がとても美味しかったです。 

藤委員   図書館は利用者へのサービスが行き届いていて素晴らしい施設でした。

ぜひ小金井市の図書館職員にも見て欲しいです。 

吉田委員  町長さんまでご挨拶いただき、町をあげての歓迎ぶりに感激しました。

講師の稲葉さんの存在の大きさを改めて感じました。 

長堀主査  今回の野外研修の充実ぶりは特筆すべきだと思います。「田舎の味のル

ーツ」を探るという狙いはぴったりでしたし、町の風土に触れ、人々の営

みに学び、白鳥飛来地など自然を満喫するという大満足の内容でした。 

杉山非常勤 第３回目は１月２２日「みそ作り」を行います。朝９時集合です。 

 

 ⑵新年度事業の計画について 

  ①男女共同参画講座 

杉山非常勤 明日、今年度の男女共同参画講座講師の谷口さんのご紹介でＮＰＯ法人

「年輪」（西東京市）を訪ねます。その際、新年度の企画についても相談

したいと思います。ご要望があればお出しください。 

竹野委員  この講座は何を提案したらいいかよくわからないので、具体案がまとま

ったら次回提案してください。 

   ②高齢者学級 

長堀主査  木曜会は自主化を進めるため新規募集はしません。火曜会は「くりのみ

学級」として全１５回で実施、新たに「アオバト学級」を全１５回で実施

したいと思います。アオバト学級の企画会を１月中に開催したいので、日

程調整をお願いします。くりのみ学級の企画はアオバト学級の内容を一部

盛り込みながら、最終的には３月開催の準備会で決定する運びです。なお

木曜会自主の内容検討のため、準備会を１月から２月に開催します。 

司  会  アオバト学級の企画会の日程ですが、いかがいたしましょうか？ 

長堀主査  １月１９日（火）午後１時３０分から３時３０分まで、でいかがですか？ 

（一同承認） 

司  会  ではこの日程でお願いします。各自内容について考えてきてください。 

   ③市民講座 

野村主査  企画案について、皆さんから何か提案はありますか？ ないようでした

ら、「日本語を考える」を提案します。内容としては、話し言葉の変化と

現状、いわゆる若者言葉、流行語、外来語、地域の違いと言葉などです。 

長堀主査  一時「日本語ブーム」になり、関係本が書店で大ヒットする等の現象が

ありました。「言葉」は身近な生活課題であり、地域課題でもあり、子ど

もや孫との世代間ギャップという課題もあります。 

堀田委員  面白い提案だと思います。私は賛成です。 
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司  会  ではその内容で進めてください。 

   ④成人学校 

野村主査  「男の団塊くらぶ」ですが、５月頃から開始したいと思います。内容と

しては、昨年人気のあった「うたごえ」「そば打ち」「料理」などを考えて

います。全５回、うち１回はマイクロバス使用で野外研修です。 

司  会  緑分館でも団塊世代対象の講座を実施するようですが、内容がダブらな

いよう、調整した方がよいと思います。 

吉田委員  ５月実施というのは早過ぎる気がします。退職等で生活が変化した人は

まだ準備ができていないと思います。 

司  会  「うたごえ」に代えて「バーベキュー」などはどうですか？ 場所は野

川公園でできます。軽い「山歩き」や「太極拳」などもいいでしょう。い

ずれにしても、この講座の場合は２時間座って講義を聞くというのではな

く、一日かかっても動き回るようなものがいいと思います。 

長堀主査  「フリークライミング」なども考えられます。昭島市に室内施設があり

ます。「カヌー」も実施経験がありますが、場所、安全性の面で大変です。 

司  会  種々出されましたが、それらの実現可能性を含め検討してください。 

長堀主査  野川を源流から河口まで歩く講座ですが、日立中央研究所の庭園開放日

がまだ発表されないので、もう少しお待ちください。 

司  会  他に成人学校全体として何回分ありますか？ 

長堀主査  全１８回なので、「男の団塊くらぶ」５回、「野川を歩く」３～４回、「む

かしみちを歩く」１回、保育付で３～４回、残りは４～６回ということに

なります。できれば１回単発の企画は「むかしみちを歩く」だけにし、残

りは数回規模で企画を進めたいと思います。 

   ⑤第２３回東センターまつり 

長堀主査  例年通りの日程ですと、第１回実行委員会を３月１６日（火）午後２時

から４時まで開催します。１月末よりポスター掲示、チラシ配布します。 

竹野委員  まつりの日程はいつ頃の予定ですか？ 

長堀主査  ７月２～４日（金～日）の予定です。 

 

 ⑶その他（次回の日程等） 

長堀主査  ２月２日（火）午後２時から三者合同研修会を実施します。場所は公民

館本館、内容は「建築学から見た公共空間の創造」です。建設予定の（仮

称）貫井北地域センターを意識した企画です。参加の確認をお願いします。 

次回は２月２日（火）午前１０時から正午になります。 

司  会  本日はお疲れさまでした。 

 

 

 


